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研究成果の概要 

2023年度は特にテラヘルツ波を用いた蝸牛内観察についての研究の進捗が得られた。 

 

１）サンプルから反射してくるテラヘルツ波を計測し、時間スケールでのイメージングを行った。さら

にリン酸カルシウムをコントロールとして計測して、時間スケールから深さのスケールに変換し、さら

にノイズの除去の工夫によって、CT 画像のようなより詳細なイメージを得ることができた。現在論文

への投稿準備を進めている。 

２）また臨床に用いられる光干渉断層撮影（OCT）機器を用いて、モルモット蝸牛の内部構造を捉える

ことができた。一方で篤志献体を用いた実験では、鼓膜および耳小骨の撮像は可能であったが、蝸牛内

部を捉えるには至らずプローブの再設計を検討している。 

３）蝸牛へのアプローチ手法としてロボットを用いて、計測デバイスを耳の穴から安全にブレがなく挿

入可能な手法を探索している。その前段階として、2点のカメラからの情報のみで、キャリブレーショ

ンなしでロボットをフィードバック制御することができ、外耳道を模した筒へ棒状の物体挿入するた

めの位置を決めることに成功した。 

４）耳の解剖学的構造の克服に関しては、機械学習用のワークステーションを導入し実験環境を整え研

究を進めている。 
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